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●●修理剤カートリッジの交換方法
一度使用したカートリッジは、中身が残っ
ていても再使用できません。販売店で新
品のカートリッジをお求めください。

1.	 パイプユニットを左方向へ押します。
2.	 パイプ上部を1 ／ 4回転させてカー
トリッジからはずします。

3.	 パイプユニットを引き出し、パイプ
下側を1／4回転させてコンプレッ
サーのパイプからはずします。

4.	 パイプユニットを取り出します。
5.	 コンプレッサーを立て、カートリッ
ジを回して取りはずします。

パンク修理剤の有効期限は、製造後
約 8年です。有効期限はカートリッジ
に表示されています。
例：EXP：04/2025
	 II
	 2025 年 4月まで
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●●タイヤの空気圧を点検する
コンプレッサーを使用してタイヤの空気
圧を点検することができます。

1.	 切り替えノブ Aを「AIR」に合わせ
ます。

2.	 ホース Gを引き出し、キャップをは
ずします。

3.	 ホース Gを点検するタイヤのバルブ
に接続します。

4.	 コンプレッサーの電源コードを12V
電源ソケットに差し込みます。

5.	 エンジンを始動します。
6.	 空気圧が運転席側ドアピラー部に表
示されている適正値になるように調
整します。
昇圧：スイッチ Bを Iにする。
減圧：スイッチ Bを 0にしてボタン

Cを押す。
7.	 コンプレッサーを取りはずし、パン
ク修理キットを元の位置に格納しま
す。

タイヤの空気圧を調整したら、必ず
間接式タイヤ空気圧警告システムのリ
セットをしてください。
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バッテリーが上がったとき

万一バッテリーが上がってしまったとき
は、充電器（バッテリーチャージャー）
で充電するか、同じ電圧（12V）のバッテ
リーで始動させます。
接続には、市販のブースターケーブルを
使用します。ケーブルの接続時は、車の
充電系統に損傷を与えないように正しく
接続してください。

●●バッテリーの位置

バッテリーはエンジンルーム左側（ボン
ネットを開いて右側）にあります。
充電器のマイナス端子（ー）／電源を供
給する車のバッテリーのマイナス端子（ー）
に接続した黒いケーブルは、バッテリー横
の矢印で示した箇所に接続します。

●●充電器を使用して充電

1.	 バッテリー Aの（＋）ケーブルをは
ずし、バッテリーの端子に汚れがな
いことを確認します。

2.	 最初に充電器 Bのマイナス端子（ー）
を車体 Cに接続し、次にプラス端子
（＋）をバッテリー Aのプラス端子
（＋）に接続します。

3.	 充電器の取扱説明書に従って充電し
ます。

●●ケーブルのはずしかた／●
接続のしかた

1.	 ロックタブ Dをいっぱいまで起こし
ます。

2.	 クリップ Eがバッテリーのプラス端
子（＋）の上部に来るように位置を
合わせ、クリップ Eの位置がずれな
いように、上からバッテリーに押し
当てます。

3.	 ラグを広げてロックタブ Dを倒し、
クリップをロックします。

クリップは正しい位置にないとロック
しません。無理にロックタブを倒さな
いでください。
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●●他のバッテリーで始動 1.	 バッテリーA（上がったバッテリー）・
B（電源を供給するバッテリー）の
プラス端子（＋）を赤いケーブルで接
続します。

2.	 電源を供給する側の車のバッテリー
Bのマイナス端子（ー）に、黒いケー
ブルを接続します。

3.	 未接続の黒いケーブルを、バッテリー
上がりを起こした車両の車体 Cに接
続します。

4.	 スターターを回してエンジンを始動
します。

5.	 アイドリング状態になるのを待って
からエンジンを停止し、ケーブルを
はずします。

●●バッテリーを再接続したとき
エンジンを始動する前に、イグニッショ
ンをオンにしたまま約1分間保持します。
電子機器の初期化が行われます。
長時間バッテリーの接続をはずしていた
ときは、次の機能の初期化や再設定が
必要な場合があります。
・	リモコン
・	パノラミックガラスルーフのサン
シェード *など

また、ストップ＆スタート車では一度バッ
テリーの接続をはずすと数時間は停止
モードになりませんが、これは異常では
ありません。

電子機器に異常を感じたら、プジョー
ディーラーにご連絡ください。

車を1ヶ月以上使用しない場合は、
バッテリーの接続をはずしてください。

* 仕様により異なります。
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●●バッテリーのプラス端子（＋）とマイ
ナス端子（－）を逆に接続しないで
ください。
●●エンジンの回転中は、バッテリーの
ターミナルから車両ケーブルをはず
さないでください。
●●バッテリーの車両ケーブル（＋）を接
続したまま充電しないでください。
●●アイドリング状態になる前にバッテ
リーのターミナルからケーブルをは
ずさないでください。
●●ケーブルのプラス端子とマイナス端
子を絶対に接触させないでくださ
い。
●●バッテリーは可燃性のガスを発生し
ますので、バッテリーの近くでは火
気を避けてください。
●●バッテリー液は腐食性の強い希硫酸
です。万一皮膚にバッテリー液がか
かった場合は、大量の水で洗い流し
てください。
●●凍ったバッテリーを充電すると爆発
するおそれがあります。バッテリー
が凍ったら新品と交換してくださ
い。

●●電源を供給するバッテリーは12V
のものを使用してください。
●●黒いケーブル（マイナスケーブル）を
車体に接続する際には、燃料系統や
ブレーキホース／パイプに接触させ
ないでください。
●●ケーブルやエンジンルーム内の回転
部分や可動部分に接触しないよう注
意してください。

●●イグニッションをオフにして4分経
過してからバッテリーの接続をはず
してください。
●●バッテリーからケーブルをはずす前
に、パワーウィンドウを閉めてくだ
さい。

	 閉めていないと、充電後に再度の初
期化が必要になります。

バッテリーは硫酸や鉛などの有害物質
を含んでいます。環境汚染防止のため、
正しく廃棄してください。
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●●バッテリー上がり防止モード
バッテリーの電圧が一定レベル以下の場
合、エアコンやリアウィンドウデフォッ
ガーなどの多く電力を消費する機能が自
動的にオフになります。オフになった機
能は、バッテリーの電圧が回復した後、
自動的にオンに戻ります。

●●エコノミーモード
エンジンが停止してからも、オーディオ
機器などへの電源供給を走行直後は最
大40 分行います。電源が切れると、メッ
セージが表示されます。
エンジンを再始動すると、電源の供給が
再開されます。
すぐにアクセサリーを使用したいときは、
エンジンを始動して数分間回してくださ
い。
エンジンをかけていた時間の倍の間、ア
クセサリーを使用できます。ただし、こ
の時間は5～30 分に限られます。

●●バッテリーが弱っている時は、エン
ジンの再始動ができなくなるおそれ
があります。
●●バッテリーの充電が不十分なとき
は、電源の供給時間が短くなること
があります。
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けん引されるとき

●●けん引ボルトの場所

けん引ボルトはラゲッジルーム下の工具
入れに入っています。

●●けん引について

吊り上げずに（4 輪が接地した状態）けん
引されるとき
けん引時は、シフトレバーを Nにしてく
ださい。

前からけん引される場合

カバーの中央から上側へ指を滑らせるよ
うにしてはずし、けん引ボルトが止まる
までねじ込みます。

後ろからけん引される場合

カバーの左上を押してはずし、けん引ボ
ルトが止まるまでねじ込みます。

吊り上げて（2輪が接地した状態）けん引
されるとき
けん引用の車輪に乗せて移動してくださ
い。
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エンジンが始動していない状態でけん
引される車両は、ブレーキペダルが重
く効きが悪くなっています。けん引し
ている前方の車両に追突しないよう注
意してください。また、パワーステア
リングも作動していません。ハンドル
も重くなっていますので注意してくだ
さい。

●●以下の場合、けん引は専門業者にご
依頼ください。
•	 高速道路で走行中に車両が故障
した。

•	 シフトレバーが Nに入らない、
ステアリングのロックが解除でき
ない、またはパーキングブレー
キが解除できない。

•	 2 輪が接地した状態でけん引さ
れる。

•	 この車専用のけん引ボルトが使
用できない。

●●けん引されるときは、以下の点にご
注意ください。
•	シフトレバーはNにしてください。
•	 50km 以内の距離を、低速（時
速 30km 以下）で移動してくだ
さい。

●●この車より重量の重い車両でけん引
してください。
●●4輪が接地した状態の車両がけん引
されるときは、必ずけん引ボルトを
使用してください。
●●けん引ボルト以外の箇所にけん引
フックをかけないでください。
●●けん引される車両は、ハザードラン
プをオンにしてください。
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AdBlue®（尿素水）の補充
（ディーゼル車）

プジョー 308 は AdBlue®を使用する
ことで、排気ガス中の窒素酸化物を低減
します。AdBlue®は走行すると消費さ
れ、減少します。
AdBlue®の補充は、プジョーディーラー
にお申し付けください。

●●AdBlue®の補充は、プジョーディー
ラーでの定期点検整備ごとに行われ
ます。
●●AdBlue®の残量がなくなるとエ
ンジンを始動できなくなります。●
AdBlue®の補充は早めに行ってく
ださい。
●●AdBlue®（アドブルー）はドイツ自
動車工業会（VDA）の登録商標です。

●●緊急時にお客様がご自分で
AdBlue®を補充する

AdBlue®の残量がなくなり、エンジン
が始動できなくなったときは、約 4リッ
トル以上のAdBlue®を補充すると、エ
ンジンを始動できるようになります。

AdBlue® の補充口がラゲッジルームに
ある場合（サブウーファー装着車以外）

1.	 平坦な路面で安全な場所に車を停め
ます。

2.	 エンジンを停止します。
3.	 ラゲッジルームのラゲッジルーム
マットを取りはずします①。

4.	 黒色のキャップをゆるめ、取りはず
します②。

5.	 青色のキャップをゆるめます③。
6.	 青色のキャップを取りはずします④。
7.	 補充が終わったら、青色と黒色の
キャップを締めて戻します。
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AdBlue® の補充口がラゲッジルームに
ある場合（サブウーファー装着車）

1.	 平坦な路面で安全な場所に車を停め
ます。

2.	 エンジンを停止します。
3.	 ラゲッジルームのラゲッジルーム
マットを取りはずします。

4.	 中央のナットをゆるめます。
5.	 サブウーファーユニットのワイヤー
ハーネスを黒色のボックスから取り
はずします。

6.	 サブウーファーユニットをラゲッジ
ルームの左側に起こします。

ワイヤーハーネスを引っ張らないように
注意してサブウーファーユニットを起こ
してください。

7.	 工具入れを取りはずします。
8.	 黒色のキャップをゆるめ、取りはず
します。

9.	 青色のキャップをゆるめます。
10.	 青色のキャップを取りはずします。
11.	 補充が終わったら、青色と黒色の

キャップを締めて戻します。
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AdBlue® の補充口がフュエルキャップの
横にある場合

1.	 平坦な路面で安全な場所に車を停め
ます。

2.	 エンジンを停止します。
3.	 給油フラップを開きます。
4.	 青色のキャップをゆるめ、取りはず
します。

5.	 補充が終わったら、青色のキャップ
を締めて戻し、給油フラップを閉じ
ます。

ガソリンスタンドなどに設置されてい
る補充装置を使用しないでください。
AdBlue® が補充口からあふれるおそれ
があります。

●●AdBlue®の残量がなくなった場合
は、AdBlue®の補充後、約 5分以
上待ってからエンジンを始動してく
ださい。また、約 5分以上待つ間、
以下の操作は行わないでください。
•	 解錠する
•	 運転席ドアを開ける
•	 車内にスマートキーを持ち込む
エンジン始動時は、イグニッション
をオンにして約10 秒以上待ってか
ら、エンジンを始動してください。
●●AdBlue®の補充後は、エンジンの
始動に通常よりも数秒間長くかかる
場合があります。
●●AdBlue®はISO規格（ISO 22241-1）
に準拠したものを使用してください。
●●AdBlue®タンクの容量は約17リッ
トルです。補充口にあふれるまで補
充しないでください。

AdBlue®は、無色、透明、無臭で、
身体に触れても無害の尿素水溶液で
す。
万一目に入ったり、皮膚に付着したと
きは、きれいな水で洗い流してくださ
い。違和感がある場合は、すぐに医師
の診断を受けてください。
また、誤って飲み込んでしまったとき
は、コップ1～2 杯の水または牛乳
を飲み、すぐに医師の診断を受けてく
ださい。

●●AdBlue®を補充するときは次のこと
をお守りください。車両の部品や塗
装などを損傷するおそれがあります。
•	 AdBlue®以外の尿素水を使用し
ないでください。

•	 AdBlue®を水道水などで希釈し
ないでください。

•	 AdBlue®を他の薬品と混ぜたり
しないでください。

•	 AdBlue®が車両の塗装面に付着
したときは、すぐに水で洗い流し
てください。
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●●AdBlue®を保管するときは次のこと
をお守りください。車両の部品や塗
装などを損傷したり、AdBlue®の成
分が変質して刺激臭が発生するおそ
れがあります。
•	 AdBlue®を車内に放置しないで
ください。

•	 AdBlue®を指定以外の容器で保
管しないでください。

•	 AdBlue®は容器を密閉し、直射
日光の当たらない風通しの良い、
気温が 25℃を超えない場所に保
管してください。

●●AdBlue®は凍結しても、解凍すれ
ばそのまま使用できます。
●●使用済みのAdBlue®の容器は、地
域条例に従って廃棄してください。

燃料切れしたとき（ディーゼ
ル車）

燃料を補給後、以下の操作を行い、燃
料系統内のエア抜きをしてください。

1.6リッターエンジンの場合
1.	 シフトレバーを P（6速エフィシェ
ント・オートマチック・トランスミッ
ション車）またはＮ（マニュアルト
ランスミッション車）に入れます。

2.	 パーキングブレーキがかかっている
ことを確認します。

3.	 ブレーキペダルを踏まずに START
／ STOPスイッチを押し、イグニッ
ションをオンにします。

4.	 約 6秒間待って、イグニッションを
オフにします。

5.	 手順 2から手順3の操作を10回繰
り返します。

6.	 エンジンを始動します。

2.0リッターエンジンの場合
1.	 シフトレバーを P（6速エフィシェ
ント・オートマチック・トランスミッ
ション車）または N（マニュアルト
ランスミッション車）に入れます。

2.	 パーキングブレーキがかかっている
ことを確認します。

3.	 ブ レ ー キ ペ ダ ル を 踏 ま ず に
START ／ STOPスイッチを押し、
イグニッションをオンにします。

4.	 約 1分間待って、イグニッションを
オフにします。

5.	 エンジンを始動します。

●●エンジンがかからないときは、イグ
ニッションをオフにし、再度エア抜
きをしてください。
●●エア抜きの操作を繰り返してもエン
ジンがかからないときは、プジョー
ディーラーで点検を受けてください。



8-1

車両データ・アクセサリー類・索引

８

車両データ・アクセサリー類・索引
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●●識別表示

A　車台番号（エンジンルーム内）
B　車台番号（フロントガラス下側）
C　タイヤ仕様と車体塗色コードラベル
タイヤとホイールサイズ、メーカー名、
適正空気圧、車体色などが記載された
ラベルが、運転席側のピラー部に貼られ
ています。
D　認証ラベル

タイヤを交換するときは、必ず同サ
イズ同種類のタイヤを使用してくださ
い。他のタイヤを使用すると、安全走
行に悪影響をおよぼします。

●●タイヤのサイズによっては、タイヤ
チェーンが装着できません。詳しく
はプジョーディーラーへお問い合わ
せください。
●●タイヤの空気圧は、走行前少なくと
も月一回の割合でチェックしてくだ
さい。

タイヤの空気圧が低すぎると、燃費が
悪くなります。
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●●外形寸法
14

55
/1

46
0/

14
70

1550/1555 1545/1550/1555
1805

14
65

/1
47

5

1550/1555 1550/1555
1805

885
4275
2620 770

ハッチバック

880
4600
2730 990

SW

*数値は予告なく変更されることがあります。
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アクセサリー類

アクセサリー類
アクセサリー類は、プジョーの純正部品
を使用してください。取り付けは、付属
の取扱説明書に従ってください。

●●ルーフキャリア ルーフキャリアの取り付け（ハッチバック）
キャリアを取り付けるときは、ルーフの
マークに合わせて取り付けてください。
キャリアを含めた許容荷重は80kgです。

ルーフキャリアの取り付け（SW）
キャリアを取り付けるときは、ルーフレー
ルのマークに合わせて取り付けてくださ
い。
荷物を積んだ後、もう一度キャリアを確
実に固定してください。
ルーフレールは取りはずしできません。
キャリアを含めた許容荷重は75kgで
す。

* 仕様により異なります。
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●●ルーフキャリアはプジョー純正品を
取扱説明書に従って正確に取り付け
てください。
●●プジョー純正以外のルーフキャリア
を使用したり、指示通りに取り付け
なかったりした場合、ルーフキャリ
アや荷物が落下し、事故やケガにつ
ながるおそれがあります。
●●荷物の固定には、細すぎたり、損傷
したひもや不適切なひもは使用しな
いでください。荷物を固定する際に
は、適切なひもを使用し、しっかり
と固定してください。
●●ルーフキャリアに荷物を積む際に
は、ルーフキャリア許容荷重を超え
ないようにしてください。
●●ルーフに重たい荷物や大きな荷物を
積んでいると、車両の重心が変わっ
たり風の抵抗が大きくなり走行に影
響を与えます。速度を控えたり、急
ブレーキ、急ハンドルを避けるなど
慎重な運転を心がけてください。

●●キャリアの高さには注意してくださ
い。特に高速走行を行うと、予想以
上に負荷がかかるので思わぬトラブ
ルの原因となることがあります。
●●SW では、荷物を積むときは、ルー
フレールに直接荷物を積んだり、
ロープで固定せず、キャリアを使用
してください。

使用しないときはルーフキャリアを取
りはずしてください。

●●フロアマット *

運転席に取り付けるときは、フロアマッ
トを正しい位置に合わせ、クリップで留
めてください。フロアマットがしっかり
固定されていることを確認してください。

●●車両側に装備されている固定フック
に適したフロアマットのみ使用して
ください。また、2 枚以上のフロア
マットを重ねて使用しないでくださ
い。ペダル操作の妨げになります。
●●プジョー未指定のフロアマットの使
用は、ペダル操作の妨げになるだけ
でなく、クルーズコントロール／ス
ピードリミッター機能の使用の妨げ
にもなり、重大な事故につながるお
それがあります。
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オーディオ／ハンズフリー通話●
（タッチスクリーン）

基本操作･･････････････････････････････････････････8-14
ラジオ････････････････････････････････････････････8-16
USB／Bluetooth®／CD････････････････････････････8-18
画像ファイルの表示････････････････････････････････8-21
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安全上の理由から、各種設定など複雑な操作は、車両を停止し、イグ
ニッションをONにした状態で実施してください。

●●接続するオーディオ機器によっては
動作が異なる場合があります。
●●このオーディオには盗難防止機能が
付いています。他の車両では使用で
きません。
●●利用可能な Bluetooth® の機能、
およびその表示内容は、携帯電話
の種類とその設定、および契約内容
によって異なります。詳細はお客様
がお使いの携帯電話会社へお問い
合わせください。
●●Bluetooth® は Bluetooth SIG, 
Inc. の商標です。
●●Apple は、米国および他の国々で
登録された Apple Inc. の商標です。
●●iPhone は Apple Inc. の商標です。
●●iPhone の商標は、アイホン株式会
社のライセンスに基づき使用されて
います。
●●MirrorLink ™は Car Connectivity 
Consortium LLC. の商標です。
●●タッチスクリーンのシステムのバー
ジョンアップやオプションのナビ
ゲーションの接続によって、操作や
表示、アイコンのデザイン、色など
が変更されることがあります。
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基本操作

オーディオの操作はタッチスクリーンか
ら行います。

このアイコンにタッチすると、
ラジオや USBメディアの再生・

設定画面に移動します。

●●各画面共通のアイコン
各画面では、以下のようなアイコンが表
示されます。

前のページに戻ります。

設定を有効にします。

詳細設定画面を表示します。

タッチスクリーンのグレーアウトされ
たエリアにタッチすると前のページに
戻ります。

●●音量の操作

音量の操作はダッシュボードの音量調整
ツマミ①で行います。
音量調整ツマミ①を押すと、音量のオン
／オフが行えます。音量がオフの間は、
USB などの再生メディアは停止していま
す。
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●●ステアリングスイッチ

①：SRCボタン
入力ソースを切り替えます。

②：音量調整／ミュートダイヤル
ダイヤルを回すと音量が増減します。押し込むと音量のオン／オフ（再生／停止）が
できます。

③：設定ダイヤル
登録したラジオ放送局やメディアのトラック選択に使用します。または、ダイヤルを
回して設定項目を選択します。押し込むと、設定項目を決定できます。

④：LISTボタン
音楽の再生リストやラジオの放送局リストなどを表示します。発着信履歴や連絡先な
どの表示、ハンズフリー通話の受話および終話などにも使用します。

●●入力ソースの切り替え

1.	 にタッチします。

2.	 ソースにタッチします。

3.	 入力ソースにタッチします。

入力ソースの切り替えは、ステアリン
グの SRCボタンを押しても行えます。
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ラジオ

●●ラジオモードへの切り替え
1.	 にタッチします。

2.	 ソースにタッチします。

3.	 ラジオを選択します。

入力ソースの切り替えは、ステアリン
グの SRCボタンを押しても行えます。

●●FM／AMの切り替え
1.	 にタッチします。

2.	 オプションにタッチします。

3.	 にタッチしてAMまたは
FMラジオを選択します。

●●手動サーチ

タッチスクリーンのカーソルを左右に動
かすと受信周波数が変わります。
またはカーソルの上の現在受信している
放送局周波数にタッチし、タッチスクリー
ンから周波数を入力して OKにタッチし
ます。

●●自動サーチ

タッチスクリーンのカーソルの端にある
<<または >>にタッチすると、自動サー
チが開始され、受信可能な放送局が見つ
かったところで止まります。

自動サーチで合わせたい放送局に止ま
らない場合は、電波状況が弱いなど
が考えられます。手動サーチで放送局
を設定してください。
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●●プリセットへの登録
自動サーチまたは手動サーチでサーチし
た放送局を各プリセットに登録します。

1.	 プリセットにタッチします。

2.	 に長くタッチします。

●● にタッチしてもプリセットへの登
録ができます。プリセット済みの放
送局はアイコンが黒色で表示されま
す。
●● に長くタッチし、Yesにタッチす
るとプリセットへの登録を解除でき
ます。

●●登録した放送局の呼び出し
1.	 プリセットにタッチします。

2.	 呼び出したいプリセット番号にタッ
チします。

ステアリングの設定ダイヤルを上下に
回しても登録した放送局の呼び出しが
できます。

●●受信可能放送局リスト
タッチスクリーンのリストにタッチする
か、ステアリングの LISTボタンを短く
押すと受信できる放送局のリストが表示
されます。
リスト中の放送局を選択するには、タッ
チスクリーンの放送局リストにタッチす
るか、ステアリングの設定ダイヤルで放
送局を選択して、押し込みます。
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USB／Bluetooth®／CD

●●USBポートへの接続

まず、USBポートにオーディオ機器や
音楽ファイルが記録されたUSBメモリ
を接続します。

●●Bluetooth® 接続
Bluetooth® での接続を行うには、機器
のペアリング／接続をします。手順は、「電
話機との接続（ペアリング）」の項を参照
してください。

●●CDの挿入／取り出し

CD をプレイヤーに挿入します。CD 挿
入口右側のボタンを押すとプレイヤーか
ら CDが出てきます。ソースは自動的に
ラジオモードに切り替わります。

CD 取り出しボタンを押した後、数秒
以内にCDを取り出さないとCDはプ
レイヤーに自動的に戻され、再生が始
まります。

●●USB／Bluetooth®／CDモード
への切り替え

1.	 にタッチします。

2.	 ソースにタッチします。

3.	 入力ソースにタッチして選択します。

入力ソースの切り替えは、ステアリン
グの SRCボタンを押しても行えます。
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●●接続するオーディオ機器の仕様によ
り認識できないことがあります。
●●CD-R で複製したオーディオ CDは
認識できないことがあります。
●●認識可能なファイルフォーマットは
WMA（9のみ）、AAC、FLAC、
OGG、MP3です。●
接続するオーディオ機器やCDの仕
様により再生できないことがありま
す。
●●再生可能なMP3 のサンプリング周
波数は32kHz 以上です。
●●ファイル名などの表示できる文字数
や種類には制限があります。
●●USB ポートに、オーディオ機器以
外の USB 装置やハードディスクな
どを接続しないでください。オーディ
オが故障するおそれがあります。
●●ストリーミング再生は電話機の機能
に依存します。
●●音質は、電話機からの送信品質に
よって決まります。
●●オーディオファイルの再生・停止な
どは、電話機で操作しなければなら
ない場合があります。
●●接続に必要なケーブルは付属してい
ません。

●●再生と停止
メディアを接続したり、CDを挿入すると
自動的に再生が始まります。
再生と停止は、タッチスクリーンのプレー
ヤーにタッチし、画面右上の再生／停止
のアイコンにタッチして行います。音量
調整ツマミを押すか、ステアリングの音
量調整／ミュートダイヤルを押し込んで
も再生と停止ができます。

●●選曲
ステアリングの設定ダイヤルを回すか、
タッチスクリーンのプレーヤーにタッチ
し、<< または >> にタッチすると前後
の曲に変わります。
タッチスクリーンの << または >>に長
くタッチすると巻き戻し／早送りできま
す。

●●再生リストの表示
再生リストは以下の手順で表示させます。

1.	 ステアリングの LISTボタンを短く
押します。

2.	 ステアリングの設定ダイヤルを回し
てフォルダまたは曲を選択します。

3.	 ステアリングの設定ダイヤルを押し
込んで決定します。

●●再生リストはタッチスクリーンのト
ラック リストやライブラリにタッチ
しても表示させることができます。
●●接続するオーディオ機器や CDの仕
様により、ステアリングの LISTボ
タンで再生リストを表示できない場
合があります。
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●●再生オプション
以下の再生オプションを設定できます。
・	ランダム再生
・	リピート再生

1.	 にタッチします。

2.	 オプションにタッチして再生オプ
ションを表示させます。

CD はランダム再生のみ対応していま
す。

●●オーディオの設定
再生時の音質などのオーディオの設定を
行うことができます。

1.	 にタッチします。

2.	 オプションにタッチします。

3.	 にタッチしてオーディオの
設定画面を表示させます。

●●オーディオの設定項目一覧

項目名 説明
トーン プリセットから音質を選択できます。ユーザー設定を選択した場合

は、任意の音質に設定できます。
バランス リスニングポジションに合わせた前後左右の音量バランスを調整し

ます。
サウンド 操作音の音量や、車速感応式自動音量補正機能を設定します。
呼出音（着信音） 着信音量を設定します。

●●同じ画面に表示される音声の設定は日本国内では使用できません。
●●接続する機器の仕様により呼出音（着信音）の設定ができないことがあります。

* 仕様により異なります。

●●ナビ／TVのレベル調整 *
ナビやテレビの音量は、音量調整ツマミ
で調整します。
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●●CD取り扱い注意事項
・	CDを落とさないでください。
・	CDの表面にほこりなどが付かないよ
うに保管してください。

・	CDの表面は直接手で触れないように
取り扱ってください。小さな傷や指紋
などの汚れが付くと、音とびなどが起
きることがあります。

・	CDにステッカー類を貼り付けないで
ください。

・	損傷を受けたり変形したCDを使用し
ないでください。

・	CDは日光にさらしたり、熱源に近付
けないように取り扱ってください。

・	CDの表面が汚れている場合、やわら
かくきれいな布で拭き取ってくださ
い。

・	悪路走行など激しい振動があるとき
は、音とびすることがあります。

画像ファイルの表示
1.	 にタッチします。

2.	 にタッチします。

3.	 表示したい画像が格納されている
フォルダにタッチします。

4.	 画像にタッチして表示させます。

●●表示できるファイルは、jpeg、
bmp、gif、tiff です。●
接続する機器の仕様により表示でき
ないことがあります。
●●動画の再生はできません。
●●同じ画面に表示されるSMSのアイ
コンは日本国内では使用できません。



8-22

付　録

８

ハンズフリー通話

●●ハンズフリーの通話・設定画面
への移動

このアイコンにタッチすると、
ハンズフリーの通話・設定画面
に移動します。

●●ステアリングスイッチ

①：LISTボタン
着信があった場合に、短く押すと着信を受け付けます。長く押すと着信を拒否できま
す。
通話中に短く押すと、メニュー（終話、保留、リダイヤル、マイクOFF）を表示します。
通話中でないときに長く押すと、メニュー（連絡先、発着信履歴）を表示します。

②：音量調整／ミュートダイヤル
通話音量を調整できます。
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通話をする

●●電話機との接続（ペアリング）
1.	 電話機の Bluetooth® 機能をオンに
して、外部から検索可能な状態に設
定します（電話機の説明書を参照）。

2.	 にタッチします。

3.	 TELにタッチします。

4.	 にタッチします。

5.	 にタッチしてBluetooth®
機器の検索を行います。

6.	 リストから接続したい電話機を選択
します。

7.	 タッチスクリーンと電話機に表示さ
れたペアリングコードを確認し、タッ
チスクリーンの Yesにタッチしま
す。電話機側でも同様に操作します。	
ペアリングに失敗した場合は、イグ
ニッションをOFF にしたり、電話
機の電源を OFF にするなどして、
再度接続を試みてください。

●●初回接続時は、 にタッチした後、  
にタッチしてBluetooth®機器の検索
を開始します。
●●電話機名の代わりに電話機の機種
名が表示される場合があります。
●●画面に表示されるMirrorLink ™
は日本国内では使用できません。

安全上の理由から、Bluetooth® ハン
ズフリーシステムのペアリングは、車
両を停止し、イグニッションを ONに
した状態で実施してください。

●●電話機として一度に接続できる機器
は1台だけです。
●●利用できる機能はネットワーク、
SIMカード、および使用する電話機
の仕様（互換性）により異なります。
●●エンジンを始動する度に自動再接続
を可能にするには、電話機側での設
定が必要な場合があります。
●●ペアリングは、電話機から
Bluetooth®デバイスを検索して開始
することもできます。
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●●電話をかける

安全のため、車両を停止してから発信
してください。

発信
1.	 にタッチします。

2.	 キーパッドにタッチして、タッチス
クリーンから電話番号を入力します。

3.	 発信にタッチして発信を開始します。

発着信履歴からの発信
1.	 にタッチします。

2.	 発着信履歴にタッチします。

3.	 リストにタッチして発信を開始します。

●●発着信履歴は、ステアリングの LIST
ボタンを長く押し、ステアリングの設
定ダイヤルで選択して表示すること
もできます。
●●発着信履歴には、接続した電話機に
より車両経由で行った発信と受信が
含まれています。
●●電話機により、発着信履歴からの発
信ができない場合があります。

連絡先からの発信
1.	 にタッチします。

2.	 連絡先にタッチします。

3.	 リストにタッチします。

4.	 表示された電話番号にタッチして発
信を開始します。

連絡先は、ステアリングの LISTボタ
ンを長く押し、ステアリングの設定ダ
イヤルで選択して表示することもでき
ます。

* 仕様により異なります。
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音声認識機能を使用した発信 *
1.	 ライトスイッチレバーの先端のス
イッチを押します。

2.	「○○○に電話」などと話します。

あらかじめスマートフォンの音声認識機
能をオンにしてから操作してください。

●●電話を受ける
1.	 受信通話があると、着信音が鳴り、
タッチスクリーンに表示されます。

2.	 ステアリングの LISTボタンを短く
押すか、タッチスクリーンの にタッ
チして通話を受けます。

●●着信を拒否するには、タッチスクリー
ンの にタッチするか、ステアリン
グの LISTボタンを長く押します。
●●着信を保留にするには、タッチスク
リーンの にタッチします。
●●受話後、プライベート通話にタッチ
すると、ハンズフリー通話から電話
機での通話に切り替わります。
●●受話後、マイクOFFにタッチすると、
通話相手に自分の声が聞こえなくな
ります。

●●電話を切る
電話を切るには、タッチスクリーンの終
話にタッチする、ステアリングの LIST
ボタンを長く押す、またはステアリング
の LISTボタンを短く押し、ステアリン
グの設定ダイヤルを回して終話を選択し
て、押し込みます。

●●着信音量の設定
1.	 にタッチします。

2.	 オプションにタッチします。

3.	 にタッチします。	

4.	 カーソルを左右に動かして着信音量
を調整します。

接続する機器の仕様により着信音量の
設定ができないことがあります。
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●●連絡先の並べ替え
連絡先を苗字または名前で並べ替えでき
ます。

1.	 にタッチします。

2.	 オプションにタッチします。

3.	 にタッチして苗字または名
前で並べ替えます。

日本語はひらがな、またはカタカナで
登録された連絡先のみ並べ替えできま
す。

●●連絡先の検索
タッチスクリーンで名前を入力して連絡
先の検索ができます。

1.	 にタッチします。

2.	 連絡先にタッチします。

3.	 にタッチします。	

4.	 タッチスクリーンから検索したい連
絡先の名前を入力します。

5.	 表示された連絡先候補の中から連絡
先を選択します。

日本語はひらがな、またはカタカナで
登録された連絡先のみ検索できます。

●●応答の保留の設定
着信をしたら自動的に保留に切り替わる
設定ができます。

1.	 にタッチします。

2.	 オプションにタッチします。

3.	 にタッチして応答の保留を
オンにします。
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●●接続設定の変更
Bluetooth® による電話機との接続に
は、ハンズフリー接続およびオーディオ
接続が含まれます。通常はどちらの機能
も自動的に接続されます。

電話機によっては、どちらか１つの接
続しかできない場合があります。

1.	 にタッチします。

2.	 TELにタッチします。

3.	 にタッチしてBluetooth®
機器のリストを表示します。

4.	 接続設定を変更したい
Bluetooth® 機器のアイコ
ンにタッチします。

5.	 ボックスにチェックをしてプロファ
イルを選択します。

6.	 OKにタッチします。

●●電話機との接続（ペアリング）
を切断する

1.	 にタッチします。

2.	 TELにタッチします。

3.	 にタッチしてBluetooth®
機器のリストを表示します。

4.	 Bluetooth® 機器のリストにタッチ
して接続を切断します。再度タッチ
すると、接続が再開されます。

●●電話機との接続（ペアリング）
を削除する

1.	 にタッチします。

2.	 TELにタッチします。

3.	 にタッチしてBluetooth®
機器のリストを表示します。

4.	 	Bluetooth® 機器のリスト
右上のアイコンにタッチし
ます。

5.	 接続を削除したい
Bluetooth® 機器のアイコ
ンにタッチします。

6.	 Yesにタッチして接続を削除します。
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プロファイルの設定
タッチスクリーンの設定を、個別のプロ
ファイルとして3つまで、または1つの
共有プロファイルとして記憶できます。
プロファイルには、アンビエンス（カラー）
などの設定を記憶できます。

●●プロファイルを設定する
1.	 タッチスクリーンの画面上

部にあるアイコンにタッチ
します。

2.	 にタッチします。

3.	 設定したいプロファイルに合わせて
タッチスクリーンのプロファイル 
1、プロファイル 2、プロファイル 3、
または共有プロファイルにタッチし
ます。

4.	 にタッチします。

5.	 タッチスクリーンからプロファイル
の名前を入力します。

6.	 OKにタッチして入力内容を保存し
ます。

7.	 にタッチしてプロファイル
をオンにします。

共有プロファイルは名前の設定はでき
ません。

●●プロファイルの呼び出し
1.	 タッチスクリーンの画面上

部にあるアイコンにタッチ
します。

2.	 にタッチします。

3.	 呼び出したいプロファイルに合わせ
てタッチスクリーンのプロファイル 
1、プロファイル 2、プロファイル 3、
または共有プロファイルにタッチし
ます。

4.	 にタッチします。	
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●●プロファイルの初期化
1.	 タッチスクリーンの画面上

部にあるアイコンにタッチ
します。

2.	 にタッチします。

3.	 初期化したいプロファイルに合わせ
てタッチスクリーンのプロファイル 
1、プロファイル 2、プロファイル 3、
または共有プロファイルにタッチし
ます。

4.	 にタッチします。

5.	 にタッチします。

6.	 Yesにタッチします。プロファイル
が初期化されます。

安全上の理由から、プロファイルの設
定は、車両を停止し、イグニッション
をONにした状態で実施してください。
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FAQ（よくある質問）

ナビゲーション（地図／設定）の操作については、別冊の取扱説明書をお読みください。

質問 回答 対応方法

ラジオの受信感度が徐々に悪くなり、
記憶させた放送局が表示されず、すべ
て同じ周波数が表示されてしまいます。

周囲に放送局がなく、電波を受信することが
できません。

その場所から移動してください。

周囲に電波を遮るものがあり、電波を受信
することができません。

アンテナが故障しています。 プジョーディーラーにお問い合わせください。

プリセット設定を選択した後、低音・中・
高音の個別設定を行うと、プリセット
設定がユーザー設定になってしまいま
す。

プリセット設定と低音・中・高音の個別設定
は同時に行えません。

どちらか片方で音質の調整を行ってください。

USBメモリを接続、または CD を挿
入してから、長い時間反応がありませ
ん。

USBメモリを接続、または CD を挿入する
と、メディアに含まれる曲名やアーティスト名
を読み込むために少し時間がかかります。

USBメモリの音楽の再生に時間がか
かっています。

音楽ファイル以外のファイルの読み込みに
は、時間がかかることがあります。

該当のファイルを削除してください。また、ディレ
クトリの階層を浅くしてください。

自動再生が始まりません。 一部の機器は自動再生に対応していません。機器の側で再生を行ってください。

ラジオや USB などの入力ソースに
よって音質が異なります。

ボリュームや低音・中・高音などの音質設定
は、入力ソースごとに保存されています。

入力ソースごとに最適な設定を行ってください。

エンジンを切っても、しばらくの間
オーディオが動作しています。

エンジンを切ってもしばらく動作しますが、
走行直後は最大40 分で自動的に電源が切
れます。

引き続きオーディオを使用したい場合は、エンジン
をかけてください。
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質問 回答 対応方法

Bluetooth® で電話機を接続できませ
ん。

電話機の Bluetooth® 機能がオフになって
いるか検索可能な状態になっていません。

Bluetooth® 機能を ONにしてください。または、
検索可能な状態にしてください。

Bluetooth® で接続した電話機の音量
が小さくて聞き取れません。

受話音量はオーディオ本体と電話機の両方
で調節できます。

電話機の音量を上げる、または、オーディオの音量
を上げてください。

電話帳に同じ宛先が複数載っていま
す。

SIM カードと電話機本体の両方に同じ宛先
が載っています。

SIM カードまたは電話機本体の電話帳のみを表示
させてください。

電話帳の並び順がアルファベット順に
なっていません。

電話機での並び順設定が優先されています。電話機側で並び順を変更してください。

SMS（ショートメールなど）が受信で
きません。

SMS（ショートメールなど）の送受信には対
応していません。

曲名や曲の時間が表示されません。 電話機の種類によっては、表示されないこと
があります。

Bluetooth® 接続した iPhone を
USBポートにも同時に接続しました
が、音楽ファイルを再生できません。

iPhone を電話機としてハンズフリー接続し
た場合、自動的にストリーミング機能が優先
してUSB 再生はできません。

一度 USBケーブルをはずして再度接続することで、
USB 再生が優先されるようになります。

再生中の音楽の曲名などが正しく表
示されません。

バージョンにより表示されない場合がありま
す。

別の文字を使用してタイトルやフォルダ名を変更し
てください。

CD を挿入してもプレイヤーから出て
きてしまいます。

CD の挿入方法が誤っています。 正しい向きで CDを挿入してください。

CDにダメージがあります。 CD の表面に損傷がある場合は再生できません。

当オーディオ非対応です。 個人で作成した CDはファイル形式によっては、再
生することができません。

DVDは再生することができません。

いつもよりCDの音質がよくありません。CDにダメージがあります。 良質の CD のみ使用してください。
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